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( 1 ) 与 式 = - 6 - 16

= - 22
mum

( 2 ) 5 式 = 10 a t 5 b - 4 a - 12 b

= 6 a - i
7bmm

2 ax 9 ab
(3) 年式 =

6az

= 烈
(4) 与 式 = x + 2xt 1 tx- 2x

= 2 xt 1
mm

( 5) 与式 = ( 2√5 )
a

- ( √3 )
2

= 20 - 3

=～

2
.

( 1 ) a
2
- 8 b = (- 6 ) - 8 × 5

= 36 - 40

= 一出

(2) x
- 11 x t 18 = 0

⇒ ( x - 2 )(x - 9 ) = 0

: x = 2
,
9

mm



(3) 8
が
自 然数 となるのは n が 78 の 約数 の

ときである
。

78 の 約数 は

2
,

3
,

6
,

13
,

26
,
39
,
78

5 - 78 が 自然数 となるためには

5 >路
を 満 たす 必要 がある

。 これを 満 たすいよ)
(

n = 26
,

39
,

78

よって 最 も 小 さ " いは 26 である
~

～

( 4 ) y
人 x = 1 α とき φ= ( 0

x = 5 α とき y = 2
.x建

…

…八 よ。
て x が 1 から 5 まで 増加 する

ときの 変化 の 割合 は
Y の 増加量
x の 増加量

= 510
= 歩
= - 2
～～



(5) 樹形 国 は 以下 の 通 り

b b
A B

a
A B

a

1 1 X 1 上
X

2

3 邰 B 0

5 X〒 人 叉 'ク 7
0

9 9 X 9
9 X

A B ab
1 わ X

1

X

5承
5 0

3 0

ワ

9 3 0

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 15通 り 。 そのうち
b

玉 が 1 より 大 きく 4 より 小 さい 取 り 出 し 方 は 7 通
り

よて 。 求 める 確率 は煎
しより 大 きい ⇒ は 含 まな～

4 より 小 さい ⇒ 4 は 含 まない
≈

h オ



( 6 )

ア : 箱 ひげ 国 から 具体的 なデ ー タの 人数 は

分 からない 。
また

。 水泳部 の 最大値 は 60未満
なので

,
60 回以上 の 生徒はない。

よって 誤 り

イ : 剣道部 の 四分位範囲= 50 - 45 = 5 回 の⑨
水泳部 の 四 分 位範囲 = 55 - 50 = 5 回

よて 正 しい

四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数
m

ウ : 箱 ひげ 国 から
。

範囲 が 最 も 大 きいのは

剣道部 である
。
よて 誤 り

範囲 = 最大値 一 最小値

ェ : 剣道部 の 第 1 四分位数 = 45 回

部 の 第 1 四分位数 =卓球 45 ～ 50 回 の 間
部 の 第 1 四分位数 =水泳 50 回

よって 誤 り

オ : 卓球部 の 中央値 は 55 回 より 大 き⑤
したが 7 卓球部 の 半分 以上 の 生徒 が

55 回以上 である
。

よて 正 しい
～～

< >範囲
く > 四分位範囲

最小値 第1 四分位数英値 ↑ 第 3四分位数大値



( 7 ) 円柱 の 展開国 は 以下 の 通 り

側面 の 長方形 において

d
*

一込 は 円柱 の 高 さ

もう 一辺 は 底面 の 円周 の 長 さ

である
。

円周 の 長 さ = 4 × 2 ×π = 8π
～

直径

より 表面積 は

4 × 4 ×π) × 2 + 8π×⑨
～

～形の円 の 面積 上面 と

下面 面積
= 32 π + 8 π a

これが 120 π となるので

32 π + 8π a = 120 π

8 T π a = 8 π8

a山

( 8 ) Y = ax
.

(3
.

9a )

(-3 , 9a ) Y = 5x - y
↓

( 3
,
0 )

(-3-2 )



点 A

Y = x1 上 にあり Y = □ なので

0 = Bx - 1 ⇒ $ x = 1 : x = 3

よ , て
,

A ( 3
,
0 )

点 B

y = axz 工 にあり
x

= 3 なので丸点
AEx 座標が 等しい

Y = ax 32

= 9 a : .B ( 3 , 9 a )

点 G

点 B と Y軸 について 対称 なので 、 点 C の座標
C ( - 3

,
9a )

点 D

y = ま x- 1 上 にありっ x = 一 るなので
～

↓
点 C と x座標 が等 い

y =☆× (-3 ) - 1

= - 2 : D (- 3 - 2 )

以上 より

AB = 9 a - 0 = 9 a

BC = 3 - (-3 ) = 6

CD = 9a - (-2 ) = 9a + 2



よ。 て □ ABCD の 面積 は

9a t 9 at 2) × 6
= 3 ( 18 at 2 )

2

これが 21 cm となれば 良 いので
3 ( 18at 2 ) = 21

18 a t 2 = 7

18 a = 5 ⇒a
3

.

( 1 )

の ① タンクの 水 の 量 は 毎分 6 m L の割合 で 減 る

ので
,

3 分後 は 18 m L 減 る
。
このときのタンクの

水 の 量 Y は

y = 840 - 18
= 822 mL
～～

( ア )

9 分後 は 54 mL 減 るのでタンクの 水 の 量とは
Y = 840 - 54

= 786mLm
～

( イ )

② 毎分 6 m んずっ 減 るので x分後 は 6 x m
んずつ

減 る 。 このときのタンクの 水 の 量 Y
は

y = 840 - 6 x

∴ y = 6 x + 840
mmm



③ y = - 6x + 840 に Y = 450 を代入 して
450 = - 6 x + 840

6 x = 390

∴ x = 65
mmm

(2 ) 加 温器 を使用 した 時間 は 19 2 分 なので

S t よ = 192 ー ①

また
。
強 モ ー ドは 毎分 6 mL 弱 モ ー ドは 毎分

2
m L の 割合 で 水 を 使うので
6 s t 2 t = 840

両辺を 2 で 割 てて

3 s ← t = 420 ー ②

① - ② より

- 2 s = - 228

S = 114

S = 114 を ① に代入 して

い 4 t t = 192

t = 78

よ , て
,

S = 114 , t =78



4
.

[I ]
( ( ) OAED CEGBE において

凵 ADI BG より 錯角 が 等 しい
ので

∠ DAE = LEGB 一 ①

ィ また 、

ィ
X LAED = LDEB - LAEB

⑩

= 90- LAEB ー②

③
D

LGBE = LABC - LABE
X

= 90- LABE -③

ABE は AB = AE の = 辺等≡ 角形 なので
ー ④AEB = LABE

②
,

③
,
④ より

∠ AED = LGBE 一 ⑤
①

.
⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OAEDSOGBE (証明終わり )



(2) ①

OABG で 三平方 の 定理 より

AG =√ 42 t 32
= 5

AB = AE より

↓ AE = 4 cm

∴ . EG =AG - AE
～

女
= 5 -《 1 cm
～

( ) より OAED ∞ O GBE なので
\ 対応 する 辺 の 比 は 等 しからじ 久 AE : GB = AD :GE学 ～

1

3～

: ∴ 3 AD = 4 ⇒AD
② DCEAE の 交点 を H とする 。

D GHC EOGAB において

共通な 角 は等 しいから
∠ HGC = LAGB 一 ⑦

また 、

∠ HCG = LABG = 90ー⑨櫱 等 しいから OGHC ∞ OGAB

⑦
,
① より 2組 の 角 がそれぞれ

対応 する辺 の 比 は 等 しから
⑤

～Λ 5 × HC : AB = GC : GB
4 ☆ ☆

SHC =O ⇒ HC=



よって

DH = D C - HC

=4 - o=
OADH で 三平方 の 定理 より

AH=」1
は? 「

学
=

0

=
よて

HE = AE - AH
= 4
-
o

=品
ここで

LABE = ∞

.

LFBC = X と

おくと
β t X = 900

⇒ ∞ = 90- *

DFBC において彎
ニ ②

∠ BFC = 90- ×



対頂角 は 等 しから
LHFE = ∠ BFC

工 ⑧ ー 回

O ABE は 二等辺 三角形 なので
LAEB = LABE

二 ⑧ ー⑪

⑨
,

② より O HE E は = 等 辺 三角形 。 よって

HF = H E

=品
よって

FC = HC - HF

= 一崎
照

[ I ] ア : 辺 AB は 辺EHEO
( 3 ) 平行 でもなく 交 わらないので

ねじれの 位置 である
。

ィ : 辺 AC /1 辺 EH のためめ

ねじれの 位置 でない



ウ 辺 AD E辺 EH は 交 わるためねじれの 位置でない:

ェ : 辺 CD と 辺 EH は 交 わるためねじれの 位置でない

( 4 )
の①

ABI 面 BCD で 辺DB は

面 BCD 上 にあるので

ABIDB

また AB // EG より! 同位角 が等 しいので

LEGD = LABD = 900 - の

"
レ

:∠ EGB = 900 - ②
」

/同様に EF 11 DB より

ニ
^ 同位角 が等 しいので
「

/ ∠ AFE = LABD = 900

～ 4
: LEFB = 90 - ③

ロ EGBF で EFIIGB
.
EGYFB より 平行四辺形

である
。
よて 向 か 合 う 辺 の 長 さは 等 しから
EF = GB

, EG =FBM
～

: : で EF = EG より
～ m

EF = GB = EG =FBmm
また , □ EGBF の 4 つの 角 は 全 て 90

”

なので □ EGBEは
～L

正方形 となる
。

と
∠ EFG = 3600 - 900 × 3 = 90 ー④
①

.

②
.
③
,
④ より 内角 は 全 て 900



: : で □ AEF COAD B においてゃ EF 11 DBより 同位角 が 等 しから

E E
∠ AEF = LADB 一凸

∠AFE = LABD ー⑨
D B

4 /
1数逃

⑦
.
⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しい

ので , LAEF ∞ LADB

ロ EG B F の 一辺 の 長 さを x とおくと 相似 な

三角形 の対応 する 辺 の 比 は等しいから
AF : AB = EF : DB
～

m

6 - x x 4

よって

6 x = 4 ( 6 - x )

6 x = 24 - 4x

lOx = 24

x = 2
EG は □ E GBF の 一辺 なので

E G = x

=mm AE : AD = . 4

54 : 2
12 = 20

ー

3 = 5
8



②

EGID B であり D B は

面 BCD 上 にあるので

!d EG I 面 BCD
⇒ EG I O HDB

号 ー よって 立体 EHDB は 店面 を

^
O HDB

.

高 さを EG とした

ときの 三角 ずである! / 14 ) ① より OAEFGOADB
× なので

、

ー
4

AE : AD = EF = DB

= 号 = 4

= 12 : 20

= 3 : 5

よ , て AE : ED = 3 : ( 5 - 3 )
= 3 : 2
～～～

ODEH EODAC において EH / AC より 同位角が
等 しいので

∠ DEH = LDAC ー
∠ DHE = LDCA ー⑩

⑦ , ⑨ より2 組 の 角 がそれぞれ 等 しの
L DEH J DAC∞



対応 する 辺 の 比 は 等 から

!!
DE : DA = DH -DC8⑪

よって DH = DC = 2 : 5

∴ DH : HC = 2 : ( 5 - 2 )

^

5
ー

= 2 : 3
～～

{
12

1'

か ×
ー
40
.

～ O DBC と O DHC において

4

⑤ 底込 を DC , D H C すると

高 さは 同 じ 長 さなので
1 . 600 d ODBC CO DH C の 面積比 は「
、

4
ーコ ー IB. 底辺比 となる ー ウ

点 D から BC に 3 した下 垂線 の 足 を I とする

ここで
,

□ DBC は 一辺 が 4 cm の 正 三角形 でありり

LDBI は 300 - 600 . 90 ” の 直角 三角形 なので

BI : BD : DI = 1 : 2 : 3

: . BI = D I = 1 に
B

:.DI =203 cm

したが ,
て O DBC の 面積 は

文 × 4 × 2√3 = 4√3 cm
.



⑤ より

ODBC の 面積 : 0 DHB の面積 = 52
～

4√3

∴ . 5 × 0DHB の 面積 = 83

よって

0 DHB の 面積 = 携
したがって 求 める 体積 は

y
2 y B- cm

3

5
～ ～ mm～

ODHB EG


